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中
央
本
部
で
は
、
第
23
回
の
全
国
大
会

を
５
月
20
日
午
後
２
時
か
ら
、
自
由
民
主

党
本
部
８
Ｆ
大
ホ
ー
ル
に
、
来
賓
を
含
め

て
７
５
０
名
を
集
め
開
催
し
た
。

　

司
会
を
東
京
都
本
部
女
性
部
長
の
新
井

裕
美
子
さ
ん
が
務
め
、
開
会
の
辞
を
上
田

籐
兵
衛
副
会
長
が
述
べ
た
。

　

会
長
あ
い
さ
つ
で
上
田
卓
雄
会
長
は
、

「
福
田
政
権
に
な
っ
た
こ
と
で
、
自
民
党

の
人
権
問
題
等
調
査
会
が
再
開
さ
れ
、
人

権
擁
護
法
案
を
国
会
へ
提
出
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
既
に
11
回
も
調
査
会
が
開
催
さ

第
23
回
全
国
大
会
を
開
催

人
権
擁
護
法
案
の
早
期
制
定
を
求
め
る

れ
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
楽
観

で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
部
落
差
別
の
完
全
解
消
と
い

う
観
点
か
ら
、
人
権
侵
害
の
簡
易
で
迅
速

な
処
理
と
被
害
者
の
速
や
か
な
救
済
が
で

き
る
制
度
を
確
立
す
る
た
め
、
粘
り
強
く

人
権
擁
護
法
案
の
成
立
を
目
指
す
運
動
を

展
開
し
て
い
く
。

　

な
お
、
特
に
関
西
で
多
発
し
て
い
る
同

和
関
係
者
の
公
務
員
の
不
祥
事
も
、
人
権

擁
護
法
案
の
成
立
を
困
難
に
し
て
い
る
要

因
で
も
あ
る
の
で
、
公
務
員
に
な
っ
て
い

る
会
員
は
、
自
分
が
不
祥
事
を
起
こ
せ
ば
、

部
落
差
別
を
助
長
す
る
こ
と
に
繋
が
る
の

だ
と
の
自
覚
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、

人
権
擁
護
法
案
の
成
立
に
対
す
る
熱
意
と

会
員
の
自
覚
を
促
し
た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
自
由
民
主
党
を

代
表
し
て
、
人
権
問
題
等
調
査
会
の
事
務

局
長
で
あ
る
鶴
保
庸
介
・
参
議
院
議
員
、

㈶
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
の
宮
崎

繁
樹
・
顧
問
、
全
国
同
和
教
育
研
究
協
議

会
の
荒
木
康
雄
・
事
務
局
次
長
、
全
国
隣

保
館
連
絡
協
議
会
の
中
尾
由
喜
雄
・
会
長

に
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
。

　

次
に
、
出
席
い
た
だ
い
た
自
民
党
の
衆
・

参
国
会
議
員
ご
本
人
様
に
限
っ
て
紹
介
し

た
。

　

そ
の
後
、
祝
電
の
一
部
を
披
露
し
て
開

会
行
事
を
終
え
、
記
念
講
演
に
移
っ
た
。

　

記
念
講
演
は
、
作
家
の
宮
崎
学
さ
ん
が
、

「
突
破
者
の
憂
い
」
～
差
別
を
再
生
産
す

る
社
会
～
と
の
テ
ー
マ
で
、
マ
ス
コ
ミ
の

報
道
の
あ
り
方
や
現
在
の
運
動
団
体
の
姿

勢
に
疑
問
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
議
長
に
阪
本
孝
義
総
務
委

員
長
と
堀
田
乃
武
美
教
育
啓
発
委
員
長
が

就
き
、
第
１
号
議
案
の
平
成
19
年
度
事
業

報
告
及
び
同
決
算
報
告
に
つ
い
て
は
、
山

口
勝
広
事
務
局
次
長
が
一
括
提
案
し
、
承

認
さ
れ
た
。

　

第
２
号
議
案
の
平
成
20
年
度
運
動
方
針

案
及
び
同
事
業
計
画
案
並
び
に
同
予
算
案

に
つ
い
て
は
、
平
河
秀
樹
事
務
局
長
が
一

括
提
案
し
、
承
認
さ
れ
た
。

　

第
３
号
議
案
の
大
会
ア
ピ
ー
ル
案
に
つ

い
て
は
、
荒
川
恵
美
子
女
性
部
長
が
朗
読

提
案
し
、
承
認
さ
れ
た
。

　

以
上
で
大
会
議
事
を
終
え
、
閉
会
行
事

に
移
り
、
閉
会
の
辞
を
川
上
高
幸
副
会
長

が
行
い
、
第
23
回
全
国
大
会
を
終
え
た
。
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主催者を代表してあいさつする上田会長
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来
賓
祝
辞
（
要
旨
）

人
権
問
題
等
調
査
会

　
　
　

事
務
局
長

　

鶴
保　

庸
介

　
　
　

参
議
院
議
員

　

私
の
身
近
に
も
部
落
出
身
と
い
う
こ
と

で
結
婚
差
別
を
う
け
た
人
が
い
て
、
な
ん

と
か
し
な
け
れ
ば
と
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一

つ
に
し
て
い
る
。
調
査
会
の
議
論
で
大
き

な
柱
に
な
っ
て
い
る
中
に
逆
差
別
の
問
題

が
あ
り
、
こ
れ
は
私
た
ち
も
襟
を
正
し
、

慎
重
派
も
賛
成
派
も
な
く
自
民
党
を
挙
げ

て
よ
く
や
っ
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
法
案

作
り
に
努
力
を
し
て
い
く
。

㈶
人
権
教
育
啓
発

　
　

推
進
セ
ン
タ
ー

　

宮
崎　

繁
樹

　
　
　
　
　

顧
問

　

今
ま
で
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
あ
る
が

権
限
が
弱
す
ぎ
て
有
効
適
切
な
人
権
擁
護

が
で
き
な
い
と
し
て
、
国
民
を
代
表
す
る

公
的
な
立
場
か
ら
判
断
し
、
あ
る
程
度
の

強
制
力
を
持
ち
な
が
ら
人
権
侵
害
の
被
害

者
救
済
を
や
っ
て
い
く
「
人
権
委
員
会
」

が
必
要
だ
と
す
る
答
申
が
出
さ
れ
た
。
国

内
人
権
委
員
会
の
設
置
は
国
際
社
会
か
ら

の
要
請
で
も
あ
る
。

全
国
同
和
教
育

　
　

研
究
協
議
会

　

荒
木　

康
雄

　
　
　

事
務
局
次
長

　

法
失
効
後
、
同
和
地
区
生
徒
の
高
校
進

学
率
の
格
差
が
４
．
５
ポ
イ
ン
ト
か
ら
約

８
．
９
ポ
イ
ン
ト
に
広
が
っ
て
き
て
い

る
。
進
学
率
の
格
差
は
将
来
の
同
和
地
区

全
体
の
格
差
と
し
て
固
定
さ
れ
、
そ
れ
が

差
別
意
識
の
温
存
助
長
に
つ
な
が
ら
な
い

か
心
配
で
あ
る
。
部
落
差
別
を
一
日
も
早

く
根
絶
し
、
人
権
が
保
障
さ
れ
る
社
会
を

建
設
す
る
た
め
に
法
の
制
定
を
共
に
進
め

た
い
。

全
国
隣
保
館

　
　

連
絡
協
議
会

　

中
尾　

由
喜
雄

　
　
　
　
　
　

会
長

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
達
、
或
い
は
社
会
的
弱

者
と
言
わ
れ
る
人
達
の
生
活
そ
の
も
の
か

ら
出
て
く
る
悩
み
や
相
談
の
受
け
皿
に
な

り
、
そ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日

本
社
会
全
体
の
人
権
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
隣
保
館
職
員
の
専
門
性

を
高
め
る
た
め
の
資
格
認
定
制
度
を
今
年

度
か
ら
発
足
さ
せ
る
の
で
協
力
を
い
た
だ

き
、
隣
保
館
の
活
性
化
を
共
に
進
め
た
い
。

　

来
賓
出
席
者

衆
議
院
議
員
（
本
人
）

　

い
ざ
わ
京
子（
比
近
畿
）
▽
伊
藤
忠
彦

（
愛
知
８
）
▽
衛
藤
征
士
郎（
大
分
２
）
▽

小
渕
優
子（
群
馬
５
）
▽
大
前
繁
雄（
兵
庫

７
）
▽
鍵
田
忠
兵
衛（
比
近
畿
）
▽
川
条
志

嘉（
大
阪
２
）
▽
木
原
誠
二（
東
京
20
）
▽
佐

田
玄
一
郎（
群
馬
１
）
▽
坂
本
哲
志（
熊
本

３
）
▽
櫻
田
義
孝
（
千
葉
８
）
▽
清
水
鴻
一

郎（
比
近
畿
）
▽
塩
野　

立（
静
岡
８
）
▽
七

条　

明（
比
四
国
）
▽
田
村
憲
久（
三
重
４
）

▽
高
市
早
苗（
奈
良
２
）
▽
高
木　

毅（
福

井
３
）
▽
竹
本
直
一
（
大
阪
15
）
▽
竹
田
良

太（
福
岡
11
）
▽
谷　

公
一（
兵
庫
５
）
▽
中

谷　

元
（
高
知
２
）
▽
中
根
一
幸
（
比
北
関

東
）
▽
葉
梨
康
弘（
茨
城
３
）
▽
萩
原
誠
司

（
比
中
国
）
▽
橋
本　

岳（
比
中
国
）
▽
林
田　

彪（
比
九
州
）
▽
広
津
素
子（
比
九
州
）
▽
福

岡
資
麿（
佐
賀
１
）
▽
山
本
と
も
ひ
ろ（
比

近
畿
）

参
議
院
議
員
（
本
人
）

　

神
取　

忍
（
比
例
）
▽
岸　

信
夫（
山
口
）

▽
鶴
保
庸
介（
和
歌
山
）

そ
の
他

　

㈶
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

顧
問　

宮
崎
繁
樹

　

全
国
同
和
教
育
研
究
協
議
会

　
　
　
　
　
　

事
務
局
次
長　

荒
木
康
雄

　

全
国
隣
保
館
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

中
尾
由
喜
雄

衆
議
院
議
員
（
代
理
）

　

阿
部
俊
子（
比
中
国
）
▽
赤
沢
亮
正（
鳥

取
２
）
▽
麻
生
太
郎（
福
岡
８
）
▽
井
上
信

治（
東
京
25
）
▽
石
破　

茂（
鳥
取
１
）
▽
猪

口
邦
子（
比
東
京
）
▽
今
村
雅
弘（
佐
賀
２
）

岩
屋　

毅（
大
分
３
）
▽
宇
野　

治（
比
近

畿
）
▽
上
野
賢
一
郎（
滋
賀
１
）
▽
江
崎
鐵

磨（
愛
知
10
）
小
川
友
一（
東
京
21
）
▽
小

此
木
八
郎（
神
奈
川
３
）
▽
尾
身
幸
次（
比

北
関
東
）
大
前
繁
雄（
兵
庫
７
）
▽
大
村
秀

章（
愛
知
13
）
▽
岡
本
芳
郎（
比
四
国
）
▽
奥

野
信
亮（
奈
良
３
）
▽
加
藤
勝
信（
比
中
国
）

▽
金
子
善
次
郎（
比
北
関
東
）
▽
鴨
下
一
郎

（
東
京
13
）
▽
木
村
太
郎（
青
森
４
）
▽
木
村

隆
秀（
愛
知
５
）
▽
木
村
義
雄（
香
川
２
）
▽

北
川
知
克（
大
阪
12
）
▽
古
賀　

誠（
福
岡

７
）
▽
後
藤
田
正
純（
徳
島
３
）
▽
河
本
三

郎（
兵
庫
12
）
▽
清
水
清
一
朗（
比
東
京
）

▽
関　

芳
弘（
兵
庫
３
）
▽
薗
浦
健
太
郎

（
千
葉
５
）
▽
田
中
和
徳（
神
奈
川
10
）
▽
平　

将
明（
東
京
４
）
▽
竹
下　

亘（
島
根
２
）
▽

棚
橋
泰
文（
岐
阜
２
）
▽
谷
本
龍
哉（
和
歌

山
１
）
▽
寺
田　

稔（
広
島
５
）
▽
と
か
し

き
な
お
み（
大
阪
７
）
▽
戸
井
田
徹（
兵
庫

11
）
▽
渡
海
紀
三
朗（
兵
庫
10
）
▽
中
川
昭

一（
北
海
道
11
）
▽
中
川
秀
直（
広
島
４
）
▽

二
階
俊
博（
和
歌
山
３
）
▽
西
村
明
宏（
宮

城
３
）
▽
西
村
康
稔（
兵
庫
９
）
▽
西
本
勝

子（
比
四
国
）
▽
額
賀
福
志
郎（
茨
城
２
）

▽
野
田　

毅（
熊
本
２
）
▽
原
田
義
昭（
福

岡
５
）
▽
平
井
た
く
や（
香
川
１
）
▽
福
井　

照（
高
知
１
）
▽
保
利
耕
輔（
佐
賀
３
）
▽
牧

原
秀
樹（
比
北
関
東
）
▽
増
原
義
剛（
比
中

国
）
▽
松
浪
健
太（
大
阪
10
）
▽
三
ツ
林
隆
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志（
埼
玉
14
）
▽
宮
路
和
明（
鹿
児
島
３
）
▽

宮
下
一
郎（
長
野
５
）
▽
村
田
吉
隆（
岡
山

５
）
▽
茂
木
敏
充（
栃
木
５
）
▽
谷
津
義
男

（
群
馬
３
）
▽
山
際
大
志
郎（
神
奈
川
18
）
▽

山
口
泰
明（
埼
玉
10
）
▽
山
本
幸
三（
比
九

州
）

参
議
院
議
員
（
代
理
）

　

岩
永
浩
美（
佐
賀
）
▽
衛
藤
晟
一（
比
例
）

▽
岡
田　

広（
茨
城
）
▽
川
合
常
則（
富
山
）

▽
木
村　

仁（
熊
本
）
▽
小
池
正
勝（
徳
島
）

▽
坂
本
由
紀
子（
静
岡
）
▽
椎
名
一
保（
千

葉
）
▽
鈴
木
政
二（
愛
知
）
▽
伊
達
忠
一（
北

海
道
）
▽
谷
川
秀
善
（
大
阪
）
▽
中
川
雅
治

（
東
京
）
▽
中
村
博
彦（
比
例
）
▽
藤
井
孝
男

（
岐
阜
）
▽
松
村
龍
二（
福
井
）
▽
松
山
政
司

（
福
岡
）
▽
山
内
理
央（
香
川
）
▽
山
崎
正
昭

（
福
井
）
▽
山
本
一
太（
群
馬
）
▽
吉
田
博
美

（
長
野
）
吉
村
剛
太
郎（
福
岡
）
▽
若
林
正
俊

（
長
野
）

　

祝　
　
　

電

衆
議
院
議
員

　

井
脇
ノ
ブ
子
▽
伊
吹
文
明
▽
石
田
真
敏

▽
大
塚
高
司
▽
小
島
敏
男
▽
清
水
鴻
一
郎

▽
鈴
木
淳
司
▽
谷
垣
禎
一
▽
谷
本
龍
哉
▽

と
か
し
き
な
お
み
▽
中
川
や
す
ひ
ろ
▽
中

山
泰
秀
▽
二
階
俊
博
▽
野
田
聖
子
▽
原
田

憲
治
▽
武
藤
容
治
▽
柳
本
卓
治

参
議
院
議
員

　

秋
元　

司
▽
北
川
イ
ッ
セ
イ
▽
鈴
木
政

二
▽
二
之
湯
智
▽
藤
井
孝
男
▽
松
田
岩
夫

そ
の
他

　

法
務
省
人
権
擁
護
局

　
　
　
　
　

人
権
啓
発
課
長　

亀
田　

哲

　

元
衆
議
院
議
員　
　
　
　
　

野
中
広
務

　

前
衆
議
院
議
員　
　
　
　
　

左
藤　

章

大
阪
府
関
係

　

知
事　

橋
下　

徹
▽
府
政
策
企
画
部
人

権
室
長　

小
谷
俊
秀

府
議
会
議
員

　

浅
田　

均
▽
井
上
哲
也
▽
岩
木　

均
▽

浦
野
靖
人
▽
川
合
通
夫
▽
北
川
法
夫
▽
ヌ

イ
和
幸
▽
東　
　

徹
▽
松
井
一
郎
▽
横
山

や
す
ゆ
き

　

大
阪
市
長　

平
松
邦
夫
一
▽
堺
市
長　

木
原
敬
介
▽
同
市
議
会
議
員　

平
田
た
か

あ
き
▽
同
馬
場
伸
幸
▽
同
自
由
民
主
党
市

民
ク
ラ
ブ
▽
阪
南
市
長　

岩
室
敏
和
▽
枚

方
市
長　

竹
内　

脩
▽
泉
大
津
市
長　

神

谷　

昇
▽
四
條
畷
市
長　

田
中
夏
木
▽
大

阪
狭
山
市
長　

吉
田
友
好
▽
河
内
長
野
市

長　

橋
上
義
孝
▽
和
泉
市
長　

井
坂
善
行

▽
大
東
市
長　

岡
本
日
出
士
▽
泉
南
市
長　

向
井
通
彦
▽
藤
井
寺
市
長　

國
下
和
男
▽

守
口
市
長　

西
口　

勇
▽
柏
原
市
長　

岡

本
泰
明
▽
東
大
阪
市
長　

野
田
義
和
▽
箕

面
市
長　

藤
沢
純
一
▽
交
野
市
長　

中
田

仁
公
▽
岸
和
田
市
長　

野
口　

聖
▽
羽
曳

野
市
長　

北
川　

嗣
雄
▽
豊
中
市
長　

浅

利
敬
一
郎
▽
高
石
市
長　

阪
口
伸
六
▽
富

田
林
市
長　

多
田
利
喜
▽
松
原
市
長　

中

野
孝
則
▽
摂
津
市
長　

森
山
一
正
▽
八
尾

市
長　

田
中
誠
太
▽
池
田
市
長　

倉
田　

薫
▽
田
尻
町
長　

金
田　

通
▽
忠
岡
町
長　

和
田
吉
衛
▽
河
南
町
長　

武
田
勝
玄
▽
島

本
町
長　

川
口　

裕
▽
熊
取
町
長　

中
西

誠
▽
千
早
赤
阪
村
長　

松
本
昌
親

京
都
府
関
係

　

知
事　

山
田
啓
二
▽
府
教
育
委
員
会
教

育
長　

田
原
博
明
▽
府
議
会
議
長　

家
元

丈
夫

府
議
会
議
員

　

奥
田
敏
晴
▽
近
藤
永
太
郎
▽
菅
谷
寛
志

▽
坪
内
正
一

　

京
都
市
長　

門
川
大
作
▽
同
市
議
会
議

長　

富
き
く
お

同
市
議
会
議
員

　

小
林
正
明
▽
田
中
セ
ツ
子
▽
田
中
英
之

▽
中
村
三
之
助
▽
巻
野　

渡
▽
吉
井
あ
き

ら
　

亀
岡
市
長　

栗
山
正
隆
▽
木
津
川
市
長　

川
合
規
子
▽
南
丹
市
長　

佐
々
木
稔
納

▽
長
岡
京
市
長　

小
田　

豊
▽
宮
津
市
長　

井
上
正
嗣
▽
向
日
市
長　

久
嶋　

務
▽
宇

治
市
長　

久
保
田
勇
▽
福
知
山
市
長　

高

日
音
彦
▽
城
陽
市
長　

橋
本
昭
男
▽
京
田

辺
市
長　

石
井
明
三
▽
京
丹
後
市
長　

中

山　

泰
▽
精
華
町
長　

木
村　

要
▽
与
謝

野
町
長　

太
田
貴
美
▽
笠
置
町
長　

松
本

勇
▽
和
束
町
長　

掘　

忠
雄
▽
伊
根
町
長　

吉
本
秀
樹
▽
京
丹
波
町
長　

松
原
茂
樹
▽

久
御
山
町
長　

坂
本
信
夫
▽
宇
治
田
原
町

長　

奥
田
光
治

和
歌
山
県
関
係

　

知
事　

仁
坂
吉
伸
▽
県
議
会
議
長　

中

村
裕
一
▽
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
理
事
長　

津
田　

幸

　

和
歌
山
市
長　

大
橋
健
一
▽
田
辺
市
長　

真
砂
充
敏
▽
紀
の
川
市
長　

中
村
慎
司
▽

橋
本
市
長　

木
下
善
之
▽
上
富
田
町
長　

小
出
隆
道
▽
印
南
町
長　

玄
素
彰
人
▽
白

浜
町
長　

立
谷
誠
一
▽
み
な
べ
町
長　

山

田
五
良
▽
か
つ
ら
ぎ
町
長　

山
本
恵
章
▽

日
高
町
長　

中　

善
夫
▽
北
山
村
長　

奥

田　

貢

岐
阜
県
関
係

　

知
事　

古
田　

肇
▽
県
教
育
長　

松
川

禮
子
▽
県
環
境
生
活
部
長　

古
田　

常
道

▽
県
商
工
会
連
合
会
長　

若
林　

一

　

岐
阜
市
長　

細
江
茂
光
▽
関
市
長　

尾

藤
義
昭
▽
養
老
町
長　

稲
葉
貞
二
▽
垂
井

町
長　

中
川
満
也
▽
十
六
銀
行
頭
取　

小

島
伸
夫
▽
大
垣
共
立
銀
行
頭
取　

土
屋　

嶢
▽
岐
阜
銀
行
頭
取　

大
熊
義
之
▽
岐
阜

信
用
金
庫
理
事
長　

小
川
二
郎
▽
大
垣
信

用
金
庫
理
事
長　

西
脇
史
雄

愛
知
県
関
係

　

県
民
生
活
部
人
権
同
和
監　

島
崎
利
男

▽
県
議
会
議
員　

浜
田
一
徳
▽
県
議
会
議

員　

中
野
浩
美
▽
名
古
屋
市
議
会
議
員　

中
里
高
之
▽
知
立
市
長　

本
多
正
幸
▽
清

須
市
長　

加
藤
静
治
▽
甚
目
寺
町
長　

村

上
浩
司
▽
春
日
町
長　

河
合
幹
雄
▽
七
宝

町
長　

近
藤　

智

長
野
県
関
係

　

小
諸
市
長　

芹
澤　

勤

福
岡
県
関
係

　

築
上
町
長　

新
川
久
三

熊
本
県
関
係

　

嘉
島
町
長　

荒
木
泰
臣
▽
同
教
育
長　

六
嘉　

晉
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平
成
20
年
度
運
動
方
針

は
じ
め
に

　

安
倍
総
理
が
退
陣
し
、
福
田
総
理
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
昨
年
12
月
に
再
開
さ
れ
た
自

民
党
「
人
権
問
題
等
調
査
会
」
は
、「
人
権
擁

護
法
案
」
を
早
期
に
国
会
へ
提
出
す
る
た
め

に
、
識
者
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
な
ど
、
昨
年

度
末
ま
で
に
既
に
７
回
の
会
議
を
重
ね
て
い

る
。

　

精
力
的
に
会
議
を
重
ね
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
意
見
が
集
約
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
修

正
案
に
こ
の
意
見
が
ど
こ
ま
で
反
映
さ
れ
る

か
が
今
後
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　

同
和
問
題
の
完
全
解
決
に
は
、「
人
権
委
員

会
」
の
設
置
を
中
心
と
す
る
「
人
権
擁
護
法

案
」
の
成
立
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
大
胆
な
修
正
に
も
応
じ
て
い
く
。

　

ま
た
、
障
害
者
基
本
法
が
平
成
16
年
６

月
に
改
正
さ
れ
、
障
害
者
計
画
が
都
道
府
県

は
努
力
義
務
か
ら
義
務
に
、
昨
年
の
４
月
か

ら
は
市
町
村
も
障
害
者
計
画
が
義
務
付
け
ら

れ
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
市
町
村
で
策
定
さ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
の
計
画
の
実
施
を
求
め
て
い

く
。
そ
の
際
「
障
害
者
基
本
計
画
」
が
平
成

15
年
度
か
ら
平
成
24
度
年
ま
で
の
10
年
間
定

め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
15
年
度
か
ら
平
成
19

年
度
を
前
期
と
し
て
「
重
点
施
策
実
施
５
か

年
計
画
」
が
実
施
さ
れ
、
本
年
度
か
ら
平
成

24
年
度
ま
で
の
後
期
と
し
て
「
重
点
施
策
実

施
５
か
年
計
画
」
が
昨
年
の
12
月
に
策
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
実
施
計
画
に
沿
っ
た

内
容
で
あ
る
か
を
も
確
認
す
る
。

　

ま
た
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
の
成
立
で
、

こ
れ
ま
で
の
「
応
能
負
担
」
か
ら
「
応
益
負
担
」

に
移
行
し
た
こ
と
で
負
担
増
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
負
担
を
軽
減
す
る
「
特
別
対
策
」

を
行
っ
て
い
る
が
、
支
援
法
の
抜
本
改
正
を

求
め
て
い
く
。

１
．
住
環
境
整
備

　

住
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
近
隣
地
域
と

の
差
異
が
な
い
か
を
点
検
し
つ
つ
も
、
高
齢

者
や
障
害
者
が
自
由
に
社
会
に
参
加
で
き
る

活
力
あ
る
地
域
に
す
る
た
め
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
中
心
に
す
る
「
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
を
も
展
開
し
、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
達
成
す
る
。

　

地
域
の
拠
点
に
な
る
隣
保
館
に
つ
い
て

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
改
修
費
補
助
が

あ
る
の
で
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
基
準
と
し
て
は
、
介
助

が
な
い
車
イ
ス
で
ど
こ
へ
で
も
自
由
に
、
安

心
・
安
全
・
快
適
に
移
動
で
き
る
も
の
と
す

る
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
「
高
齢
者
、

身
体
障
害
者
等
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
特

定
建
築
物
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
通
称
、

ハ
ー
ト
ビ
ル
法
）
と
「
高
齢
者
、
身
体
障
害

者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
の

円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
通
称
、
交

通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
）
を
統
合
し
た
新
法
「
高

齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
（
通
称
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

新
法
）
が
、
施
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
」
を
積
極
的
に
活
用
し

て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
建
築
物
を
増
や
し
て
い

く
。

　

老
朽
化
し
た
改
良
住
宅
・
公
営
住
宅
の
建

替
え
を
行
う
際
に
つ
い
て
は
、
定
期
借
地
権

な
ど
も
考
慮
し
つ
つ
も
、
払
い
下
げ
を
積
極

的
に
求
め
て
、
こ
れ
を
機
会
に
「
人
権
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
具
現
化
す
る
総
合
計
画
の
策

定
を
市
町
村
に
求
め
て
い
く
。

　

改
良
住
宅
・
公
営
住
宅
の
空
き
家
が
あ
る

場
合
に
は
、
混
住
化
を
促
進
す
る
た
め
に
も
、

一
般
公
募
制
度
を
活
用
し
、
ま
た
、
若
年
層

の
流
入
を
促
す
た
め
に
、
例
え
ば
妊
婦
割
引

の
導
入
な
ど
の
工
夫
を
し
て
空
き
家
を
な
く

し
て
い
く
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
孤
独
死
を

防
止
す
る
手
立
て
を
講
じ
る
よ
う
、
市
町
村

に
要
求
し
て
い
く
。

　

批
判
の
対
称
に
な
っ
て
い
る
改
良
住
宅
・

公
営
住
宅
の
家
賃
に
つ
い
て
は
、
応
能
応
益

制
度
を
取
り
入
れ
暫
時
見
直
し
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
応
能
応
益
制
度

を
取
り
入
れ
て
い
な
い
市
町
村
に
は
、
早
急

に
制
度
を
取
り
入
れ
、
家
賃
の
見
直
し
を
す

る
よ
う
要
求
し
て
い
く
と
と
も
に
、
家
賃
の

滞
納
を
市
町
村
と
協
議
し
な
が
ら
早
急
に
改

善
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
政
府
の
三
位
一
体
の
改
革
か
ら
、

地
域
の
拠
点
で
あ
る
隣
保
館
の
運
営
費
や
施

設
整
備
費
も
削
減
さ
れ
て
い
く
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
隣
保
館
の
同
和
問

題
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の

解
決
に
果
た
す
役
割
の
大
き
さ
を
訴
え
、
削

減
で
は
な
く
、
拡
充
を
厚
生
労
働
省
に
求
め

て
い
く
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
へ
も
隣

保
館
の
活
性
化
を
求
め
て
い
く
。

２
．
産
業
基
盤
の
確
立
と

就
労
対
策

　

同
和
関
係
事
業
者
は
零
細
で
、
か
つ
、
建

築
・
土
木
関
係
業
者
が
極
め
て
多
い
と
い
う

特
定
の
業
種
に
偏
っ
た
特
有
性
を
も
っ
て
い

る
の
で
、
公
共
事
業
が
年
々
減
少
し
て
い
く

こ
の
よ
う
な
状
況
で
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と

は
非
常
に
困
難
で
は
あ
る
が
、
合
理
化
や
近

代
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
生
き
残
り
の

た
め
共
同
化
や
協
業
化
を
進
め
て
い
く
。

　

業
種
転
換
す
る
場
合
に
は
、
政
府
が
中
小
・

零
細
業
者
向
け
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て

実
施
し
て
い
る
各
種
融
資
制
度
の
有
効
活
用

や
各
省
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
の
情
報

等
を
有
効
利
用
す
る
と
と
も
に
、
都
府
県
や

市
町
村
と
協
議
し
な
が
ら
、
き
め
細
か
な
指

導
を
し
て
い
く
。

　

未
就
労
者
に
関
し
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

を
最
大
限
活
用
す
る
と
と
も
に
、
規
制
の
緩

和
に
よ
り
都
道
府
県
も
就
労
の
斡
旋
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
、
現
在
様
々
な
雇

用
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
都
道
府
県

と
連
携
を
図
り
、
未
就
労
を
な
く
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
専
門
性
を
取
得
す
る
た
め
に
職
業

訓
練
や
研
修
・
講
座
な
ど
を
有
効
活
用
し
、

就
労
を
確
保
し
て
い
く
。
特
に
、
世
界
で
も

類
の
な
い
高
齢
化
社
会
に
進
ん
で
い
る
こ
と

で
、
介
護
福
祉
士
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
不

足
し
て
い
る
た
め
、
求
人
の
需
要
が
非
常
に

高
く
な
っ
て
い
る
の
で
資
格
の
取
得
を
奨
励

し
て
い
く
。

　

農
林
漁
業
者
に
つ
い
て
は
、
付
加
価
値
の

高
い
も
の
に
移
行
す
る
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン

ド
化
を
目
指
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を

活
用
し
て
販
路
の
拡
大
を
図
る
。

　

な
お
、
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
「
指
定
管

理
者
制
度
」
で
は
、
す
べ
て
の
公
共
施
設
を

指
定
管
理
者
に
管
理
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
隣
保
館
な
ど
も
対
象
に
な
る

こ
と
か
ら
、
各
都
府
県
本
部
で
設
置
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
実
情
に
合
っ
た
公
共
施
設

の
指
定
管
理
者
に
な
り
、
雇
用
の
促
進
が
で

き
る
よ
う
、
都
道
府
県
・
市
町
村
と
協
議
し

て
い
く
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
最
新
の
情
報
を
得
る

た
め
中
央
本
部
は
各
省
庁
と
、
都
府
県
本
部

は
都
府
県
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
会
員
に

最
新
の
情
報
の
伝
達
や
相
談
を
行
う
た
め
、

都
府
県
本
部
内
に
相
談
業
務
を
確
立
し
て
い

く
。

　

ま
た
、
就
職
差
別
を
な
く
し
、
安
定
し
た

雇
用
を
確
保
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
が

１
０
０
名
以
上
の
従
業
者
を
有
す
る
企
業
に

設
置
を
求
め
て
い
る
「
公
正
採
用
選
考
人
権

啓
発
推
進
員
」
と
の
連
携
を
深
め
て
い
く
と

同
時
に
、
障
害
者
の
雇
用
を
も
促
進
す
る
た

め
、
法
定
雇
用
率
（
常
用
労
働
者
が
56
人
以

上
の
民
間
企
業
１
．
８
％
）
を
下
回
る
企
業

に
つ
い
て
は
、
特
に
積
極
的
に
雇
用
す
る
よ
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う
求
め
て
い
く
が
、
抜
本
的
に
就
職
差
別
を

な
く
す
た
め
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
１
１
１
号
条
約
の

「
雇
用
及
び
職
業
に
お
け
る
差
別
に
関
す
る

条
約
」
を
批
准
し
、
国
内
法
を
整
備
す
る
よ

う
厚
生
労
働
省
に
求
め
て
い
く
。

３
．
教
育
・
啓
発

　

教
育
・
啓
発
に
つ
い
て
は
、
既
に
「
人
権

教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
基
本
計
画
も
策

定
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
法
律
を
有

効
活
用
し
、
す
べ
て
の
都
道
府
県
、
す
べ
て

の
市
町
村
に
、
こ
の
基
本
計
画
の
策
定
と
実

施
を
強
く
求
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
基
本
計
画
に
は
企
業
の
役
割
も
明

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省
が

１
０
０
名
以
上
の
従
業
員
を
有
す
る
企
業
に

設
置
を
求
め
て
い
る
「
公
正
採
用
選
考
人
権

啓
発
推
進
員
」
と
の
連
携
を
深
め
、
企
業
内

の
人
権
研
修
の
充
実
に
努
め
て
い
く
と
と
も

に
、
未
設
置
の
企
業
に
は
、
推
進
員
の
設
置

を
求
め
て
い
く
。

　

奨
学
資
金
を
扱
う
日
本
育
英
会
の
独
立
行

政
法
人
化
で
、
名
称
が
日
本
学
生
支
援
機

構
に
な
り
、
大
学
は
そ
の
ま
ま
日
本
学
生
支

援
機
構
が
取
り
扱
い
、
高
等
学
校
の
奨
学
資

金
は
都
道
府
県
に
移
管
さ
れ
た
。
私
ど
も
の

運
動
で
創
設
さ
れ
た
奨
学
資
金
は
学
力
要
件

が
な
く
誰
も
が
貸
与
さ
れ
る
制
度
で
あ
っ
た

が
、
残
念
で
は
あ
る
が
三
位
一
体
の
改
革
か

ら
廃
止
に
な
り
、
都
道
府
県
が
一
般
対
策
と

し
て
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
一
般

対
策
に
移
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
学
力
要
件

を
撤
廃
す
る
よ
う
都
道
府
県
を
指
導
す
る
よ

う
に
文
部
科
学
省
に
要
請
し
て
い
た
が
、
都

道
府
県
の
財
政
状
況
に
よ
っ
て
は
学
力
要
件

が
残
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

残
っ
て
い
る
場
合
に
は
条
件
と
し
な
い
よ
う

都
道
府
県
に
要
請
し
て
い
く
と
と
も
に
、
こ

れ
を
機
会
に
専
門
学
校
に
つ
い
て
も
、
対
象

に
加
え
る
よ
う
要
請
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
学
校
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
さ
れ
、
車
イ
ス
で
も
通
学
で
き
る
よ
う
、

文
部
科
学
省
に
促
進
を
求
め
て
い
く
と
同
時

に
、
児
童
・
生
徒
の
人
権
を
侵
害
す
る
教
師

の
差
別
言
動
が
少
な
か
ら
ず
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
教
職
員
に
対
す
る
人
権
研
修
の

徹
底
を
も
求
め
て
い
く
。

　

今
後
、
小
・
中
学
校
で
は
、
地
域
に
開
か

れ
た
学
校
を
目
指
す
と
し
て
、
学
校
評
議
員

制
度
な
ど
保
護
者
が
学
校
運
営
に
直
接
関
与

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
積
極
的
に
関
与

し
て
い
く
。

　

本
年
度
中
に
「
人
権
教
育
の
指
導
方
法
の

在
り
方
に
つ
い
て
」
（
第
３
次
と
り
ま
と
め
）

が
文
部
科
学
省
で
ま
と
め
ら
れ
、
各
学
校
に

配
布
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
実
施
を
求
め

て
い
く
。

　

特
に
、
カ
リ
ュ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
最
大
限

の
関
心
を
持
ち
、
人
権
教
育
が
計
画
的
に
実

施
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

　

ま
た
、
導
入
す
る
こ
と
に
賛
否
が
分
か
れ
、

現
在
で
は
少
し
後
退
し
て
い
る
学
校
選
択
制

度
に
つ
い
て
は
、
解
決
し
つ
つ
あ
る
同
和
問

題
を
逆
行
さ
せ
る
可
能
性
と
、
こ
れ
ま
で
の

学
校
と
地
域
の
一
体
性
が
瓦
解
し
、
児
童
生

徒
が
減
少
す
る
地
域
は
崩
壊
す
る
可
能
性
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
導
入
に
は
断
固
と
し
て
反

対
し
て
い
く
。

４
．
人
権
侵
害
の
処
理
及

び
被
害
者
の
救
済

　

人
権
侵
害
の
処
理
及
び
被
害
者
の
救
済
に

つ
い
て
は
、
私
ど
も
自
由
同
和
会
が
求
め
て

い
た
、
国
家
行
政
組
織
法
の
第
３
条
委
員
会

と
し
て
の
「
人
権
委
員
会
」
の
設
置
を
含
む

「
人
権
擁
護
法
案
」
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
の

で
、
再
出
発
を
図
り
、
是
が
非
で
も
成
立
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

「
人
権
委
員
会
」
が
創
設
さ
れ
る
ま
で
は
、

平
成
15
年
の
３
月
に
20
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ

た
「
人
権
侵
犯
事
件
調
査
処
理
規
程
」
で
の

対
応
に
な
る
が
、
差
別
で
の
泣
き
寝
入
り
は

絶
対
に
さ
せ
な
い
と
の
強
い
気
持
ち
で
、「
人

権
侵
犯
事
件
調
査
処
理
規
程
」
を
有
効
に
活

用
し
て
救
済
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
最
近
、
一
部
運
動
団
体
が
部
落
地

名
総
鑑
を
発
見
し
た
と
騒
い
で
い
る
が
、
高

度
に
発
展
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会

と
、
同
和
対
策
事
業
で
対
象
地
域
が
以
前
の

面
影
を
残
さ
な
い
ほ
ど
環
境
整
備
が
図
ら
れ

た
地
域
、
ま
し
て
混
住
化
が
進
ん
だ
地
域
の

現
状
を
勘
案
す
れ
ば
、
部
落
地
名
総
鑑
の
持

つ
意
味
が
以
前
ほ
ど
重
大
で
は
な
く
、
当
然
、

取
扱
に
つ
い
て
も
違
い
が
出
て
く
る
と
思
わ

れ
る
。

　

同
和
対
策
事
業
が
実
施
さ
れ
る
前
の
劣
悪

な
環
境
で
は
、
対
象
地
域
を
知
れ
ば
差
別
の

助
長
に
繋
が
っ
た
が
、
現
在
の
対
象
地
域
を

見
て
も
差
別
心
は
芽
生
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
か
つ
、
同
和
問
題
を
少
し
勉
強
す
れ

ば
対
象
地
域
に
は
隣
保
館
や
改
良
住
宅
が
建

設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
県
や
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

隣
保
館
や
改
良
住
宅
を
検
索
す
れ
ば
、
対
象

地
域
の
所
在
は
す
ぐ
に
判
明
す
る
し
、
航
空

写
真
や
衛
星
写
真
で
対
象
地
域
全
体
を
観
る

こ
と
も
で
き
る
。

　

対
象
地
域
に
入
れ
ば
、
同
和
問
題
を
解
決

す
る
た
め
の
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
が
目
に
付
く

し
、
人
権
週
間
に
な
れ
ば
隣
保
館
な
ど
に
垂

れ
幕
や
横
断
幕
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
、
対
象
地

域
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
隣
保
館
が
行
っ
て
い
る
交
流
事
業

に
参
加
す
る
人
達
も
す
べ
て
知
る
こ
と
に
な

る
。

　

し
た
が
っ
て
、
対
象
地
域
の
所
在
を
あ
え

て
公
開
す
る
必
要
は
な
い
が
、
部
落
地
名
総

鑑
を
発
見
し
て
も
、
差
別
の
助
長
に
な
る
と

大
騒
ぎ
す
る
の
で
は
な
く
、
淡
々
と
処
理
す

れ
ば
い
い
こ
と
で
、
未
だ
に
差
別
が
あ
る
こ

と
の
根
拠
に
す
る
こ
と
は
差
別
の
現
状
を
見

誤
る
危
険
な
所
業
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

対
象
地
域
に
住
む
人
達
を
差
別
し
よ
う
と

す
る
悪
意
を
持
っ
た
確
信
犯
的
な
人
は
絶
対

に
な
く
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
レ
イ
シ
ス

ト
が
部
落
地
名
総
鑑
を
作
成
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
流
す
な
ど
悪
用
し
た
場
合
に
は
、

毅
然
と
し
て
対
処
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る

が
、
今
や
混
住
化
が
進
み
半
数
以
上
は
関
係

者
以
外
の
人
達
で
あ
る
こ
と
を
広
報
す
る
こ

と
の
ほ
う
が
部
落
地
名
総
鑑
を
無
意
味
に
す

る
近
道
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
い
ご
に

　

こ
れ
か
ら
の
運
動
は
、
行
政
依
存
の
体
質

か
ら
脱
皮
し
、
借
り
た
も
の
は
返
し
、
支
払

う
義
務
が
あ
る
も
の
は
支
払
う
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
横
暴
・
横
着
は
許
さ
れ
な
い
。

　

特
に
関
西
で
多
く
発
生
し
て
い
る
一
部
運

動
団
体
関
係
者
の
不
祥
事
に
よ
っ
て
、
団

体
へ
の
嫌
悪
感
が
増
し
、
対
象
地
域
を
忌
避

す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対

象
地
区
か
ら
も
団
体
不
要
論
が
出
始
め
て
い

る
。
本
気
で
差
別
を
解
消
し
て
い
く
に
は
、

差
別
さ
れ
る
要
因
が
わ
れ
わ
れ
に
あ
る
の
な

ら
改
善
し
て
い
く
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
自
分
が
住
む
地
域
で
は
、
ど
の

よ
う
な
差
別
・
格
差
（
結
婚
差
別
、
就
職
差

別
、
土
地
の
価
格
、
差
別
落
書
き
、
差
別
投
書
、

差
別
書
き
込
み
、
環
境
改
善
、
所
得
、
就
労

形
態
、
失
業
率
、
生
活
保
護
率
、
学
力
と
就

学
、
な
ど
）
が
現
存
す
る
の
か
を
主
観
で
は

な
く
客
観
的
に
、
か
つ
、
正
確
に
把
握
し
て
、

そ
の
問
題
の
是
正
を
図
る
た
め
に
、
各
支
部

そ
れ
ぞ
れ
の
方
針
で
運
動
を
展
開
す
る
、
細

分
化
さ
れ
た
活
動
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
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大　会　ア　ピ　ー　ル

　昨今の地方公共団体が実施している県民及び市民の人権問題に関する意識調査では、

同和問題に関しては大半が前回調査より忌避意識が顕著に増加する傾向にあるようだ。

　これまで多少の前後はあっても、着実に同和問題に対する差別意識は解消に向かって

いた。

　このことは何を意味しているのか。

　忌避意識が増えた要因は明白である。

　一部の同和運動団体と行政との異常なまでの癒着構造がもたらしたと言える数々の事

件、特に関西地方で多発し、最近では中国地方にも飛び火している同和運動団体幹部の

不祥事や同和運動団体が推薦して地方公共団体の職員として雇用する選考採用（優先雇

用）で、雇用された職員の常識では考えられないあきれた実態が新聞やテレビなどのメ

ディアで報道されたことによって、衆目の認めることになったことである。

　特権を認め続けてきた行政の怠慢と責任は重いが、そのことに胡坐をかいてきた同和

団体と見過ごしてきた一部地域住民にも重大な責任がある。

　このような実態は、遅かれ早かれ暴かれるものであり、部落差別が多発する極めて厳

しい状況であれば特別待遇も大目に見られたであろうが、解消の過程にある現状では甘

えは許されないからである。

　今や優遇策は差別を助長することになっていないだろうか。部落だから、部落出身だ

から、という特権意識は捨てなければならない。

　自分たちの考えを押し付けるだけではなく、国民の声に謙虚に耳を傾け、是正すべき

は是正し、子どもや孫のために差別されない地域づくりに、自分は何ができるのかを自

問しながら、「子どもや孫のために」を運動の基本にし、一部運動団体の不祥事による嫌

悪感のばら撒きが差別を助長していることに学び、忌避意識を醸成する運動団体に対す

る嫌悪感で差別の再生産にならぬよう、われわれは、団体を存続させるための運動では

なく、部落差別をなくすための運動に組織の総力を上げて展開することを宣言する。

　　2008 年５月 20 日

自　由　同　和　会

第 2 3 回全国大会
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自
民
党

　

人
権
問
題
等
調
査
会

　

自
民
党
の
人
権
問
題
等
調
査
会
（
会
長

太
田
誠
一
・
衆
議
院
議
員
）
は
、
人
権
擁

護
法
案
を
国
会
へ
提
出
す
る
た
め
に
、
精

力
的
に
調
査
会
を
開
き
合
意
形
成
を
図
っ

た
が
、
強
大
な
権
限
を
持
つ
「
人
権
委
員

会
」
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
憲
法
で
保
障

す
る
言
論
・
表
現
の
自
由
を
脅
か
す
こ
と

に
繋
が
る
の
で
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
と
の
姿
勢
は
変
わ
ら
ず
合
意
に
至
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
議
論
を
踏
ま
え
た
法
案
と
し
て
、「
話

し
合
い
解
決
」
等
に
よ
る
人
権
救
済
法

（
案
）
を
５
月
29
日
開
催
の
第
12
回
目
の

調
査
会
で
太
田
私
案
と
し
て
提
出
さ
れ

た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
会
議
が
開
催
さ
れ

る
。

第
１
回　

12
月
３
日　

午
後
４
時
～

第
２
回　

２
月
13
日　

午
前
８
時
～

第
３
回　

２
月
29
日　

午
前
10
時
～

第
４
回　

３
月
11
日　

午
前
８
時
30
分
～

第
５
回　

３
月
14
日　

午
前
８
時
30
分
～

第
６
回　

３
月
19
日　

午
前
８
時
30
分
～

第
７
回　

３
月
28
日　

午
前
８
時
～

第
８
回　

４
月
４
日　

午
前
８
時
30
分
～

第
９
回　

４
月
11
日　

午
前
８
時
～

第
10
回　

４
月
16
日　

午
前
８
時
30
分
～

第
11
回　

４
月
23
日　

午
前
８
時
～

第
12
回　

５
月
29
日　

午
前
８
時
～

第
13
回　

６
月
４
日　

午
前
８
時
～

第
14
回　

６
月
６
日　

午
前
８
時
～

第
15
回　

６
月
11
日　

午
前
８
時
～

太田私案が出された第 12 回調査会

百地、山崎両教授からのヒヤリング（第 15 回）
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

宮
崎　

学
（
み
や
ざ
き
・
ま
な
ぶ
）

　

１
９
４
５
年
、
京
都
府
生
ま
れ
。

　

早
稲
田
大
学
法
学
部
中
退
。

　

１
９
４
５
年
、
京
都
・
伏
見
の
ヤ
ク
ザ
、

寺
村
組
組
長
の
父
と
博
徒
の
娘
で
あ
る
母

の
間
に
生
ま
れ
る
。

　

早
稲
田
大
学
在
学
中
は
学
生
運
動
に
没

頭
し
、
共
産
党
系
ゲ
バ
ル
ト
部
隊
隊
長
と

し
て
名
を
馳
せ
る
。

　

『
週
刊
現
代
』（
講
談
社
）
記
者
を
経
て
、

家
業
の
解
体
業
を
兄
と
と
も
に
継
ぐ
が
倒

産
。

　

そ
の
後
、
グ
リ
コ
・
森
永
事
件
で
は
「
キ

ツ
ネ
目
の
男
に
擬
さ
れ
、
重
要
参
考
人
Ｍ

と
し
て
警
察
に
マ
ー
ク
さ
れ
る
が
、
事
件

は
２
０
０
０
年
２
月
13
日
に
時
効
を
迎
え

真
相
は
闇
に
消
え
た
。

　

１
９
９
６
年
10
月
、
自
身
の
半
生
を

綴
っ
た
『
突
破
者
』（
南
風
社
、
幻
冬
舎

ア
ウ
ト
ロ
ー
文
庫
）
で
、
作
家
デ
ビ
ュ
ー

し
た
。

　

２
０
０
５
年
に
は
英
語
版
『
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ

Ａ 

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
』
も
翻
訳
出
版
さ
れ
た
。

　

近
年
は
、
警
察
の
腐
敗
追
及
や
ア
ウ
ト

ロ
ー
の
世
界
を
主
な
テ
ー
マ
に
し
た
執
筆

活
動
を
続
け
て
い
る
。

（MIYAZAKI manabu

official website

）
よ
り

融
和
運
動
の
再
評
価　

１

　

解
放
と
改
善

宮
崎　

学

先
頃
、
か
つ
て
過
激
派
革
マ
ル
派
副
議
長

で
動
労
・
Ｊ
Ｒ
東
労
組
委
員
長
だ
っ
た
松

崎
明
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
『
松
崎
明
秘

録
』（
同
時
代
社
）
を
ま
と
め
た
。

　

松
崎
の
話
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、「
革

命
的
労
働
運
動
」
な
ん
て
な
い
、
労
働
運

動
は
改
良
的
な
も
の
で
革
命
運
動
と
は
別

だ
と
い
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
革
命
的
マ
ル

ク
ス
主
義
者
だ
っ
た
と
き
か
ら
そ
う
思
っ

て
い
て
、
革
マ
ル
派
主
流
か
ら
糾
弾
さ
れ

な
が
ら
も
改
良
路
線
を
貫
い
た
こ
と
が
、

国
鉄
・
Ｊ
Ｒ
の
労
働
運
動
を
守
り
発
展
さ

せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
の
だ
。

　

か
つ
て
の
労
働
運
動
で
は
、
改
良
と
い

う
の
は
妥
協
に
す
ぎ
ず
、
革
命
を
起
こ
さ

な
く
て
は
搾
取
を
な
く
せ
な
い
か
ら
だ
め

だ
と
い
う
考
え
が
支
配
し
て
い
た
か
ら
、

改
良
を
重
視
す
る
方
針
は
革
命
を
阻
害
す

る
改
良
主
義
と
し
て
排
撃
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
革
命
至
上
主
義

の
最
た
る
も
の
だ
っ
た
革
マ
ル
派
の
労
働

運
動
で
も
、
ほ
ん
と
う
の
実
態
に
お
い
て

は
、
改
良
を
重
視
し
た
か
ら
こ
そ
守
り
発

展
で
き
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

　

改
良
を
重
視
す
る
と
い
う
こ
と
は
労
働

者
の
抱
え
て
い
る
問
題
を
階
級
対
立
に
解

消
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
そ

の
よ
う
な
立
場
は
、
革
命
至
上
主
義
か
ら

は
強
調
主
義
と
し
て
排
撃
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
被
差
別
部
落
の
問
題
に
あ
て
は

め
て
考
え
る
と
、
革
命
は
解
放
に
、
改
良

は
改
善
に
、
協
調
は
融
和
に
あ
た
る
。
部

落
解
放
運
動
に
お
い
て
も
、
部
落
の
生
活

改
善
を
差
別
か
ら
の
全
面
的
解
放
に
従
属

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
改
善

を
重
視
す
る
立
場
を
融
和
主
義
と
し
て
排

撃
す
る
考
え
方
が
支
配
的
だ
っ
た
の
だ
。

　

し
か
し
、
労
働
運
動
に
お
い
て
、
革
命

至
上
主
義
で
は
な
く
、
改
良
を
重
視
し
た

路
線
を
採
っ
た
か
ら
こ
そ
生
き
延
び
発
展

で
き
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
戦
前
以
来
の

部
落
解
放
運
動
に
お
い
て
も
、
た
と
え
解

放
と
糾
弾
が
前
面
に
出
た
運
動
に
あ
っ
て

も
、
そ
れ
を
底
支
え
し
て
き
た
の
は
、
実

は
、
妥
協
と
取
引
を
含
め
て
一
般
社
会
と

の
融
和
を
図
り
な
が
ら
、
生
活
改
善
を
進

め
て
き
た
活
動
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
を
す
べ
て
融
和
主
義
と
決
め

つ
け
て
否
定
す
る
の
は
、
運
動
の
実
態

を
わ
ざ
と
見
よ
う
と
し
な
い
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
私
自
身
は
、

１
９
２
２
年
（
大
正
11
年
）
の
水
平
社
創

立
宣
言
、
１
９
４
６
年
（
昭
和
21
年
）
の

部
落
解
放
人
民
大
会
の
宣
言
な
ど
に
示
さ

れ
た
部
落
解
放
の
立
場
を
支
持
し
、
あ
く

ま
で
被
差
別
部
落
の
解
放
を
め
ざ
す
立
場

で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
も
、
融
和
主
義

と
一
括
否
定
さ
れ
て
き
た
運
動
の
見
直
し

と
再
評
価
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

前
に
被
差
別
部
落
か
ら
日
本
の
近
代
化

を
見
直
す
『
近
代
の
奈
落
』（
幻
冬
舎
文

庫
所
収
）
を
書
い
た
と
き
に
、
そ
の
こ
と

を
痛
感
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
そ
れ
を
歴
史

に
沿
っ
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

当
面
の
掲
載
予
定

　
　
　
　

融
和
運
動
の
再
評
価

１
話　

解
放
と
改
善

２
話　

全
国
水
平
社
と
南
梅
吉

３
話　

侠
客
と
水
平
運
動  

増
田
伊
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ
と

４
話　

侠
客
と
水
平
運
動  

今
田
丑
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ
と

５
話　

階
級
的
水
平
運
動
の
弊
害

　
　

お　

知　

ら　

せ

宮
崎
学
さ
ん
の
ご
厚
意
で
「
融
和
運
動
の
再
評
価
」

　

と
の
テ
ー
マ
で
長
期
の
連
載
を

　
　
　
　
　

今
月
号
か
ら
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自由同和会第 23 回全国大会で記念講演を行う宮崎さん


